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欧文学術誌「Earth Planets and Space」の刷新と今後の展望
Renovation and future perspective of journal ”Earth, Planets and Space”
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欧文学術誌Earth, Planets and Space(EPS誌)は地球電磁気・地球惑星圏学会,日本地震学会,日本火山学会,日本測地学会,日
本惑星科学会の5学会によって共同出版されている地球惑星科学分野のジャーナルである。EPS誌はJournal of Geomagnetism and Geoelectricity
およびJournal of Physics of the Earthの 2誌の後継誌として 1998年に創刊された。EPS誌では５学会のカバーする地球電
磁気学・超高層学・宇宙科学・地震学・火山学・測地学・惑星科学を中心とした論文の投稿を受け付けている。EPS誌は
平成 25年度の研究成果公開促進費「国際情報発信力強化」で５年間の出版事業計画が採択され、2014年 1月から全ての
論文のオープンアクセス出版が実現した。今後の方針として、EPS誌は国際情報発信力を高めながら Letterを重点化し、
2016年 1月から日本地球惑星科学連合と共同で出版を行う予定である。発表では、平成２５年度に行われた出版社変更
とオープンアクセスへのビジネスモデル転換を中心とした事業内容の紹介を行うと共に、今後の展望について紹介させ
ていただく。
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